
            

「学ぶこと、友達をもつこと、理想の人を目指すこと」 

～論語より～ 

校長 滝川 尚美 

新年度が始まって、１か月が経とうとして

います。新しい生活にも少し慣れていたとこ

ろでしょうか。正門を通りすぎる子どもたちの

表情が少し和らいできたように思います。た

だ、元気なようでも新しい環境の中で過ごす

にはエネルギーもたくさん使っていると思い

ます。これから連休になりますが、家でのん

びりマイペースに過ごせる時間があるとい

いなと思います。 

さて、教室前には、子どもたちそれぞれの

目標が書かれた自己紹介カードが掲示され

ています。「国語の難しい漢字が書けるよう

になりたい」「新しく始まった理科や社会を

頑張りたい」「都道府県に詳しくなりたい」

「算数、めっちゃ頑張る。ノートも丁寧に書く」

などの言葉に、進級してちょっと難しくなった

学習へのやる気を感じます。また、「みんなと

仲良くなれるように声をかけよう」「人を傷つ

けないようにしよう」「毎日笑顔でいよう」

「みんな仲良く、一人一人かがやくクラスに

したい」など温かな人間関係を築こうとする

言葉もありました。その気持ちは嬉しいです

し、実現できるようにしっかりと支援していかなければと決意を新たにしました。 

ここに紹介した文章は、「親子で楽しむこども論語塾」に掲載されていたものです。この本は、「論語」を読みや

すい形で紹介してあり、書き下し文とその内容が分かりやすく解説されています。「一生懸命に学ぶこと、それを友

達と話してみること、そして、だれにも気付かれなくても、頑張っていることをやり続けられる人は立派であること」、

今から約２５００年前に書かれた古典ではありますが、今も大切にしたい思いがそこにはあります。 

先に紹介した子どもたちの目標にも、しっかり学んで力を付けたい、友達と温かな人間関係を築きたい、よりよい

自分でありたいとの願いがありました。本校では、定期的に「YPアセスメントプログラム」を用いてクラスや個人の

状況を把握し、居心地のよい集団作りに必要なことは何かを考えながら教育活動に取り組んでいます。今年度も、

「居心地のよい学級、学年、学校づくり」をテーマに代表委員会を中心に安心して学べる環境をつくりのためにで

きることを話し合い、実践していきます。これらの取組を通じて、子どもたちが安心して学びながら、それぞれの目標

を達成することができるように支援していきます。 

 

最後に、この本では、書き下し文をお子さんと一緒に声に出して読んでくださいとあります。ちょっと難しい言葉で

すが、意外と子ども受けします。お時間があったらお子さんと一緒に是非チャレンジしてください。 
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スポーツでも音楽でも、 

自分が毎日がんばっていることが 

できるようになった時には 

とてもうれしいですね。 

同じように頑張っているお友達と会って 

お話しできたら、楽しいですね。 

もし、頑張っていることを 

誰もわかってくれなくても 

がっかりすることはありません。 

誰も知ってくれなくても 

頑張り続ける人こそが、立派なのです。 

 「親子で楽しむこども論語塾」安岡定子著 P56、57より 


